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システムラボのERPパッケージ「GX

シリーズ」は 82年の発売以来、「売り

買いの結果を、どうすれば会計へスム

ーズに受け渡せるか」を考え、成長し

てきたシステムだ。

多くの国際的企業への導入で機能

を磨いてきた結果、ERPで必要とさ

れる機能を常に先取りしてきた。日本

企業特有の商慣習と、グローバル基

準の両面に対応している。

GXシリーズの最大の特徴は、「す

べての業務は勘定仕訳で表現でき

る」という考え方にある。販売・購買、

在庫など業務モジュールに入力され

たデータから、会計処理の単位であ

る「勘定仕訳」をリアルタイムに自動生

成、会計（総勘定元帳）モジュールの

データベースに反映する。会計モジュ

ールを中心に各業務モジュールがスタ

ー状に直結・連動する。

そのためGXシリーズでは、1つひ

とつの業務取引から仕訳を逐一起こ

し、総勘定元帳に転記（二重入力）す

る必要がない。常に在庫と会計でデ

ータを同期させているため、実地棚卸

等を行うことなく、リアルタイムに財務状

況を把握できる。リアルタイム・スピード

経営を支える「日次決算」が可能にな

るわけだ。

では GXシリーズは、どのように企

業の業務を変えるのか？ ロッテグル

ープの貿易会社、ロッテ物産の導入

事例で紹介しよう。業務の流れが抜

本的に変わった事例である。

円貨・外貨の併用は不可欠
業務システムの高度化に挑む
ロッテグループの貿易会社であるロ

ッテ物産は、従業員40名強ながら菓

子、農水産物から機械、石油製品な

ど幅広い品目を取り扱っている。ロッ

テグループの事業拡大に伴い、同社

の取扱高も拡大傾向にあった。

ただ、事業拡大に伴って業務面で

の問題が生じていた。顧問の監査法

人から、外貨表示できない業務システ

ムの改善を求められていたのだ。一

定量以上の取扱高のある貿易会社と

して、円貨表示と外貨表示の併用は

必用不可欠だというのだ。

これまでロッテ物産は、標準的な中

小企業向けの市販パッケージを基幹

業務システムとして利用してきた。それ

らのパッケージは当然、外貨表示には

対応していなかった。

管理部の古川達哉管理一課主査

も「外貨表示できないことで、業務に

支障をきたすことはありませんでした。

ですが会計基準がグローバルスタンダ

ードへ向かう中、株式を公開していな

くとも、それに見合った財務資料を整

備しなければなりませんでした」と振り

返る。

さらにもう1つ業務システムを見直

す理由があった。それまで各業務部

門には、個別にスタンドアロンのシステ

ムが導入されており、仕入れから販売、

会計までデータが連動していなかった

のだ。業務と業務をつなぐのは、手作

業での起票や記帳だったのだ。貿易

業務では、為替や関税などの手続き

が複雑に絡み、作業は煩雑を極めて
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展してきた。標準セット（図 1参照）に

輸出・輸入業務モジュールが含まれて

おり、仲介貿易などの特殊取引にも対

応する。

実際 GXシリーズは、横河電機や

三菱重工など大手企業の輸出関連

部門への導入実績がある。

外貨会計向けの機能も豊富だ。ユ

ーザーが自由に登録したレート設定に

あわせ、外貨・円換算処理を自動実

行。外貨取引に伴う「為替差損益」や

「評価替え」などの専門処理も自動化

でき、煩雑な外貨会計業務を効率化

できる。

そしてGXシリーズの最大の特長

である「勘定仕訳によるリアルタイム連

動」機能では、仕入れや販売の取引

データから勘定仕訳を自動生成し、会

計データに直接反映させる。伝票起

票や二重入力の手間が省けるという

わけだ。

「輸出入ドキュメントをきれいに出力

できる貿易業務向けパッケージはいく

つもありましたが、販売と会計の機能

が統合されており、なおかつ為替差損

益の自動計算機能などの貿易業務に

キメ細かく対応する製品は、今回検討

した中ではGXシリーズだけでした」

と、古川達哉主査は評価する。

煩雑な原価計算を自動化
粗利益をリアルタイムに確定
ロッテ物産は 2002 年秋から、GX

シリーズの標準セットの導入を開始。

まず、見積りから会計処理にいたる、

基幹業務システム部分の構築に乗り

出した。

最初の約半年間は、既存の業務シ

ステムとの並行運用を続けながら、業

務の抜本的な見直しを進めていった。

現在も運用と検証を繰り返しており、

最終調整の段階に入っている。

新業務システムの導入で、業務の

流れは大きく変わった。最大の変更

点は、仕入れと販売のデータ連動だ。

従来、同社では管理部門の専任者 1

人が仕入計上を担当していた。貿易

業務の仕入計上には、保険や税金な

ど諸掛が関わる煩雑な原価計算が伴

う。「今までは職人的な専任者しか、

原価計算できませんでした」（古川達

哉主査）と言う。

一方、売上計上は営業マンが担当

していた。各部門がスタンドアロンの

システムを構築していたため、仕入れ

と売り上げをバラバラに計上しており、

リアルタイムに原価（粗利益）を把握で

きていなかったのだ。

だが新業務システム稼働後は、仕

入計上から売上計上へのデータの流

れが整備された。GXシリーズでは、

個々の取引データが紐付けされてい

るので、基本的に入庫登録（仕入計

いた。

しかも、ロッテ物産の取引形態は在

庫販売から仲介貿易まで多岐にわた

る。標準的な市販パッケージでは対

応し切れず、結局、多くの業務を人手

に頼らざるを得ない。会計業務の見

直しと共に、業務システム全体を効率

化、高度化する必要があった。

そこでロッテ物産は、2001年 2月か

ら、新業務システム構築プロジェクトを

立ち上げた。プロジェクトリーダーを努

めた古川潤一管理部管理一課主査

は「セミナーや同業他社のところを回

り、どういったシステムが良いのか検

討を重ねました」と当時を振り返る。

そうした中で「細かな貿易業務に対

応すること。また見積から会計までデ

ータが連動し、二重入力を省けること」

とシステム要件を固めていった。その

要件に最も近かったのが、システムラ

ボのGXシリーズだった。

もともとGXシリーズは、輸出入業務

に特化した統合業務システムとして発

図1 GXシリーズのモジュール構成
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上）した商品から出庫指示（売上計上）

を出す仕組みである。バラバラだった

業務処理の流れを、一定ルールに基

づいて標準化したのだ。

そして、専任者が担当していた原価

計算も、自動化できるようになった。

紐付け機能により、商品個々の売

上原価を個別原価管理法で出庫時

に自動算出する(総平均法等での表示

も可能）。原価計算の特別な知識は

不要だ。そのため専任者は置かず、

現場の営業マンが取引に応じて仕入

計上する仕組みに変えた（図2参照）。

この結果、より迅速に経営状況を把

握できるようになった。ロッテ物産では、

今後も引き続きシステムをベースとした

業務改善を続けることで、よりリアルタ

イム性を実現し、経営判断のスピード

を上げることが可能になると見てい

る。

パッケージのカスタマイズで
コアとなる業務フローは堅持
新システム導入により、在庫管理業

務も効率化された（図 3参照）。従来

の分断されたシステム環境では、在庫

管理専門の担当者が、営業マンや各

部署からの照会依頼に応え、在庫を

引き当てていた。仕入れと販売のデ

ータが同期していなかったため、専門

の担当者でなければ実数を把握でき

なかったのだ。

それが今では、営業マンは自分の

PC端末からリアルタイムに更新されて

いる在庫データを照会し、引き当てる

ことができる。専門の担当者の介在

は不要になり、処理と同時に在庫数

量を把握できるようになった。

GXシリーズによる新業務システム

が、ロッテ物産の業務を大きく変えた

のは間違いないだろう。古川潤一主

査は「これまで担当者に特化していた

業務を標準化できたことの意味は大

きい」と話す。

ただ、ロッテ物産は業務の流れを

すべてGXシリーズに合わせたわけ

ではない。根本部分は従来の方式を

守っている。それは「業務の起点が見

積もりから始まる」という部分だ。古川

達哉主査は以下のように説明する。

「当社の業務は、営業マンが作成

する見積りが社内承認されてから始ま

ります。このプロセスの流れはどうして

も崩せませんでした」

また、原価の要素が多岐にわたる

貿易業務では、緻密な見積りが欠か

せない。このためロッテ物産はシステ

ムラボにカスタマイズを依頼。見積りか

ら仕入れ、販売というデータ連動の流

れを実現した。

GXシリーズはパッケージソフトなが

ら、「個別原価管理法などコアとなるフ

レームワークに手を加えない限り、柔

軟にカスタマイズに応じる」（システムラ

ボ）という考えに基づいて開発されて

いる。

柔軟性の高いGXシリーズを利用

することで、ロッテ物産は業務の流れ

を効率化させながらも、企業の要とな

る営業プロセスは堅持できたというこ

とだ。

リアルタイム性は諸刃の剣？
カスタマイズで入力精度上げる
新業務システム稼働で順調に効果

図2 ロッテ物産の従来システムの問題点

各業務システムをスタンドアローン環境で運営�

営業マンが取引に�
応じて入力�

専任の担当者が�
在庫管理、引当�

販売�

伝票を介さないと�
在庫を引当できない�

在庫�

リアルタイムに粗利益が見えない�

伝票で業務間連携�

仕入れ�

月次決算に�
時間がかかる�

会計�

専任の担当者が�
仕入計上、原価計算�

専任の担当者が�
経理計算�

データの非同期�



4

のデータ入力で間違いが起こりやす

いのでは、と不安を感じる部分はあり

ました」（古川潤一主査）。入力ミスを

防ぐ、何らかの対策が必要と考えられ

た。

そこでパッケージをカスタマイズして、

「入庫」と「出庫」間の原価差異を表

示し、入力ミスを早期に発見できるよ

うにした。

今後は入力制限を強化し、決まっ

た順番でデータを処理していかなけ

れば、入力作業を進められない仕組

みとする予定だ。こうした施策により、

入力漏れや誤入力を極力防げるとみ

ている。 原価計算以外にも、あらゆ

る取引データが会計データに直結す

るGXシリーズでは、会計データに不

整合が発生しやすい面がある。ロッ

テ物産は現在、試算表など会計資料

を常時チェックしながら、入力ミスの

発見に努めている。また開発元のシ

ステムラボとも協力し、入力ミスを根本

的に防ぐ方法を協議している。

システムラボ側も「パッケージ標準で

も入力制限やデータ不整合をチェック

する機能を強化していく」という。こうし

た制御・管理の機能が実装されると、

GXシリーズのリアルタイム性はより力

を発揮するだろう。

ともあれロッテ物産は、GXシリーズ

の導入により業務の仕組みを変えつ

つある。現在は見積もりから会計まで

業務の根幹部分のみを統合化してい

るが、今後は帳票類の整備など「枝

葉」の部分も追加していく。

さらに「単にリアルタイムにデータを

連動させたり、参照したりするだけで

なく、その結果を経営に生かしていく

のが次のステップ」（古川潤一主査）と

計画は膨らむ。

以上のように、業務間のリアルタイム

連動を実現するGXシリーズは、企業

の業務の流れを大きく変える可能性

がある。海外製のエンタープライズ向

けERPパッケージ製品のように、導入

側に膨大な労力を必要としない。小

規模な企業でも業種業態によっては

業務システム再構築の潜在的ニーズ

は高い。そうした企業にとって、GXシ

リーズは有力な選択肢となる。

を上げているかに見えるロッテ物産だ

が、その背後では苦労もある。古川

潤一主査は「ERPで業務を統合する

ということは、意外に難しいことが分

かりました」と打ち明ける。

それは、「リアルタイム性の便利さに

伴う不便さ」と言える。前述したとおり、

GXシリーズでは仕入れや販売の取

引データが会計データに即時に反映

される。経営状況をリアルタイムに把

握できる半面、仮に上流で入力ミスが

あれば、間違ったまま会計データベー

スに取り込まれ、不整合が発生してし

まう。

不整合が発生しても、トレサビリティ

機能を持つGXシリーズでは、会計デ

ータから取引データへ遡って調査でき

るため、問題箇所の発見はそれほど

難しくはない。ただ、問題は未然に防

ぎたいものだ。

特に原価計算の部分で、こうした会

計データの不整合が発生する可能性

が高かった。「これまで専任者が担当

していた専門業務を現場の担当者に

割り振ったわけですから、税金や保険

図3 新業務システム稼働による効果
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